令和4年12月5日
メディカルタウン構想と海老川上流地区土地区画整理事業を、安全な計画に変えることを求める申し入れ書
船橋市長　松戸徹様
船橋市市場３－２－１    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「流域治水の会 船橋」
代表　山田素子

【申し入れ事項】
1. 遊水地である海老川上流地区を全面盛り土で埋め立てる現計画を中止し、洪水が起きない安全な計画に変えること。その際には海老川、飯山満川の河川管理者である千葉県と、事業主の海老川上流地区土地区画整理組合、業務代行者の（株）フジタ、および市民と充分に協議をすること。
2. 令和４年１月18日の千葉県都市計画審議会で付された意見に従い、事業が安全であると市民が納得するまで、丁寧に説明を重ねること。
3. 市民の納得が得られるまで工事をしないこと（すぐに中止すること）。
以上を京都大学名誉教授で、元京都大学防災研究所・所長の今本博健氏の意見書を添えて申し入れます。
【理由】
◆ 1について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 2人の学識経験者が洪水の危険性を指摘
石崎勝義氏（元建設省河川局災害対策調査室長、元長崎大学教授）は今年5月13日に提出した意見書で、海老川上流地区を全面盛り土で埋め立てると遊水機能が棄損され、洪水の原因になると指摘しました。
このたび今本博健氏が、調整池による安全対策は破綻していること、また
この事業は当該地区のもつ遊水機能を消滅させることを指摘しました。
石崎、今本の2人の専門家（河川工学、土木、防災）は、共に現計画のまま事業を進めることは危険であり、それを回避するために最大限の努力をするべきであると提言しています。
2 国の水防理念「流域治水」に逆行している
国は地球温暖化を背景に激甚化する洪水対策として、海老川上流地区のような川そばの遊水地（遊水機能をもつ土地）の確保を推進しています。この事業はその方針に逆行するものです。
また海老川水系は令和3年9月に県の流域治水プロジェクトに指定されており、他のどの河川よりも全力を挙げて洪水対策をしなければならない河川です。その意味でも、現計画は見直されなければなりません。
3 県の規定だけでは洪水を防げない
今回調整池の容量の算出に使われた千葉県の規定（1haあたり1370㎥）は、保水機能の確保を目的とし、遊水機能の確保は目的としていません。しかし時代は変わり、国が遊水機能の確保を推進している今、この規定だけに頼った治水計画では不十分です。また今本氏の計算からも、それは明らかです。
4 8月の工事開始は危険
8月に市民に説明された「県の河川工事による浸水被害の軽減」は、河川工事が終わって初めて実現するものです。そのため工事を始めるのはそれ以降でなければなりません。河川工事が手付かずの段階で工事を始めさせたのは何も安全対策をとっていないのと同じで、大変危険です。
5 他の自治体の洪水対策より遅れている
市川市の真間川（一級河川）、茂原市などの一宮川、静岡市の巴川（共に二級河川）には、３～４つの調節池（人工の遊水池）が造られています。しかし海老川には１つも調節池がないばかりか、唯一残っている自然遊水地を埋め立てようとしています。洪水のリスクが高まるのは明らかです。
◆２、 ３について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
市には令和４年１月18日の千葉県都市計画審議会で付された意見に従い、具体的な数値をあげてこの事業の安全性を証明し、市民が納得するまで丁寧に説明を重ねる責務があります。それまで工事を行うことは許されません。事業主として、認可権者として、市民への責任を果たしてください。また市が言う「市議会への説明」は付帯意見の趣旨とは異なるため、市民との直接対話を求めます。
お忙しいとは存じますが、12月20日（火）までに文書にてご回答頂きたく、お願い申し上げます。
